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[研究会報告5]

「大人の味 」 とい う表現 の考察

Jantima  JANTRA

0.は じめ に

発 話1

「… コー ヒー の ほ ろ苦 さ はな 、初 恋 の 味な ん だ よ … 。 … 失 恋 の な。 …

そ れ が 分 か る よ うに な つ て こ そ大 人 な ん だ よ 」

 (http://www.geocities.com/Paris/Loft/5721/SS/others/coffee.htm)

 人間の味覚 と人間の経験 との間になん らかの関係があることが予想 される。本発表

は、「大人の味」とは どんな味なのか、それが どのような比喩的な意 味を持つのかを考

察し、その領域拡張の方向を考えてみる。

第1節:「 大人の味」の使用例

1.「 離 乳食 はか な りうす味 の うえ、香 辛料や お酒 な ど使 えな い もの も多 いん です。 だか らまず離

乳食 をベー ス に考 えて、 そ こに大人 の味 を加 えてい く方 がラ クチ ン と気 づ いたん ですJ

2.ハ ンバー グ にもル ウに もスパイ スを しつか りきかせた大 人の味 わい 。 白い ご飯 に もパン にも、

冷 えた ワイ ン に も合 いそ う。

3■ 「混 ぜ るだ け とい って も、工夫 しだい で子 ども向けに も、 グ ッと大 人 の味 に もなるんです。 例

えば市販 のア イス もチー ズ とダー クチ ェ リーをプ ラスす れば一 気 に大人 っぼ くな る し、甘 い納 豆

を混ぜ る とグ ッ とカ ジ ュアル にな ります」

4.チ ー ズ ク リー ムで ち ょっぴ り大人 の味黄桃 カ ップのパ イ の実チ ーズ

5.ミ ル クテ ィー風 味 の卵 液 に浸 して焼 きます。 ほ んの りほ ろ苦 くて大 人 の味 のおや っに

6.お にぎ りとい えば、梅や昆布 といった具 が定番 ですが、ゆずや 山椒 な どの香 辛料 の香 りを さりげ

な く効かせ た大人 の味のお にぎ りもたまにはいい ものです。(http://www.mynote―co.jp/recipe

12001年10月 発 表
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/recipeOOO3.htm)

7.ま た 国 産 そ ば 粉 と か つ お 節 をぜ い た く に使 っ た 「だ し」、店 主 こ だ わ りの 生 そ ば は ま さ に 大 人

の 味 で す 。(http://www,sakai.tcb.or．jp/tourism/gourmetspot/rikyu.html)

8.苦 い の を が ま ん し て コ ー ヒー を飲 ん だ 時 これ こ そ 大 人 の 味 だ と思 っ た 。(http://www.p-

marco.jp/poemvlOhtm)

9.大 人 の 味 ・イ ン ドカ レー(http://www.st.rim.or―jp/orca/hot/curryb.html)

10.お 宿 に 着 い た よ。 お 抹 茶 い た だ い ちゃ っ た。 う一 ん 、大 人 の 味。(http://www.magic-number.

co.jp/ttk/noqa/nphoto56.btml)

11.私 が 初 め て ゴー ヤ を 食 べ た の は 約5年 前 の 久 米 島 で で した 。 天 気 が す ぐれ ず 、 民 宿 で ゴ ロ

ゴ ロ し て い た ら 、 民 食 の 昼 食 を お 相 判 に な っ た の で した 。 だ か ら、 お 客 用 の 料 理 で は な く 、 家

庭 料 理(お 惣 菜)。 も ち ろ ん 、 ゴー ヤ チ ャ ン プ ル で した 。 こ の シ ン プ ル な 炒 め物 は 定 番 中 の 定

番 で し ょ う。 ほ ろ 苦 い 大 人 の 味 と、 思 い 出 に残 っ て い ます 。(http://www.iris.dti.ne.jp/mut―

sumi/taste/2001/augO1.htm)

12.ポ ッ キ ー は 、 私 た ち が 最 も好 き な お 菓 子 の ひ とつ で す 。 皆 さ ん が ご存 じの よ う に 細 い ク

ラ ッカ ー に チ ョ コ レ ー トが つ い た お 菓 子 で す 。 世 界 的 に も 有 名 で 、 様 々 な 国 で 、 見 か け る こ と

が で き ま す 。 しか し 、 こ ん な に た く さ ん の 味 の 種 類 が あ る の は き っ と 日本 だ け で は な い で し ょ

う か?で は 、 そ の 数 々 の 味 を 紹 介 し ま す 。1)普 通 の 味:チ ョ コ レー ト、 イ チ ゴ 、 ミル ク/2)

大 人 の 味?:ビ タ ー チ ョ コ レ ー ト/3)か わ い い 味:つ ぶ つ ぶ イ チ ゴ/4)上 品 な 味:ロ イ ヤ ル

ミル ク テ ィ ー/5)香 ば し い 味:ア ー モ ン ド、 ア ー モ ン ドク ラ ッ シ ュ 、 コ コ ナ ッ ツ/6)ま ろ や

か な 味:マ ー ブ ル(2種 類)/7)男 が 好 き な 味:メ ン ズ ポ ッ キ ー/8)変 わ つ た 味?:チ ー ズ

(http://www.edu.city.kyoto.jp/hp/murasaki/document/libraryData/lnternationalUnders)

13.紅 茶 に ち ょ っ ぴ りお 酒 を 加 え る だ け で 、 ほ ん の り大 人 の 味 で お しゃ れ な テ ィー に な りま す 。

(http://www.bikkuri.admi.co.jp/osaka/akagi/akagi12.htm1)

14.村 開発 公 社 は 「甘 み を 抑 え た 大人 の 味 が好 評 」と今 後 の 売れ 行 き に期 待 して い る。(http://www.

shinmai.co.jp/sityoson/199708/97080609.htm)

15.香 ば し さ と辛 さ の絶 妙 な コ ン ビネ ー シ ョ ン、「大 人 の 味」を お 楽 しみ くだ さい 。(http://www.

isweb23.infoseek.co.jp/computer/hou■yu/jikken/kasi/sbwasap.html)

16.Black大 人 の 味V1ゲ オ 販 売[NTT-X Store]大 人 が ハ マ る ユ ー モ ラ ス で ブ ラ ッ ク な ゲ ー

ム を集 め て 収 録 。(http://store.nttx.co.jp/cowebDetails.asp?ITEMCD=GEOOO27)

17.【 楽 天 ブ リマ オ ー ク シ ョン 】☆ ☆BLACK大 人 の 味vi☆ ☆18禁 で は あ りま せ ん!新 品 未

開 封(http://trading.rakuten/.co.jp.itemOO7/40/aO/70020819/result.html)

18.援 助 交 際 白書 大 人 の 味(http://www.av-japantom/index/title/enjo/207.html)

第2節=「 大人の味」はどんな味なのか?― 「大人の味」のカテゴリー

日本人十人を対象に、「あなたにとって、『大人の味』がする食べ物はどんなものなの



Jantima Jantra 215

か 」 とい う質 問 に 対 す る 答 え を ア ン ケ ー ト調 査 した と こ ろ 、次 の よ うな 結 果 が 得 られ た。

ア ンケ ー ト:日 本 人 に 聞 い て み た 「大 人 の 味 」 の 回 答:

・ 大人 の味 …  苦 い味(ゴ ーヤ な ど)、 ほろ苦 い味(ウ ニ、 ビール な ど)

・子 供 の とき に学 んだ 厂大 人の 味」 とは 自分 が食べて もお い しくない のに 、大人 がお い しそ

うに 食 べ た り飲 ん だ り して い る もの 。 刺 激 の 強 い もの 。 コ ー ヒ ー 、 わ さ び の き い た も の 、 か ら し

な ど。

 ・子 供 が食 べ て も美 味 しい と思 わない 味、食 べ られな い味。 例 えば 、酒 のっ まみ。 イ カの塩

辛、サザ エ の壷焼 き、メバ ル の煮付 け等。 苦味 、辛味が 強 く又 コクが あ る料 理。

・ え い ひ れ(酒 の 肴 な の で) 、抹 茶(本 当に 渋 み を 味 わ うだ け な の で)

・ フ ナ ズ シ 、 ウル カ(鮎 の 内 臓 の塩 辛)、 ピー マ ン、 レバ ー 刺

・ に が ウ リ、 そ の他(ビ ー ル 、 コー ヒー 等 。 苦 い もの が ほ とん ど)

・ 値 般 の 高 い 、 高 級 な 食 べ 物 も の

・ 苦 み の あ る も の:さ ん ま の は ら わ た な ど。 洗 練 され た 、 上 品 な 「味 わ い 深 い 」 味 。 下 品

に甘 くない ・甘 さ控 えめ もの

例文と質問の回答に基づいて、「大人の味」の意味は次のように整理することができる。

A.飲 食 物 領 域 内

Al. 実 体 と して の 味(味 覚 を指 す 「大 人 の 味 」)

A2. イ メ ー ジ と して の 味(飲 食 物 の イ メ ー ジを 指 す 「大 人 の 味 」)

B.飲 食 物 領 域 外(例16、17、18)

2。1.飲 食 物 領 域 内

2。1I1 「実 体 と して の 味 」 の 「大 人 の 味 」

「大 人 の 味 」 は 飲 食 物 の 次 の よ うな 味 を表 現 す る 時 に使 わ れ る。

 i)苦 い 、 ほ ろ 苦 い/ii)辛 い 、塩 辛 い 、 香 辛 料 の 香 りが 効 い て 辛 い/iii)渋 い/iv)

 酸 っ ぱ い/v)甘 く な い(甘 さが控 え め に され て い る 味)

こ こ で 「大 人 の 味 」 の 味 覚 と は、 刺 激 性 の 強 い も の が 多 い こ と。 さ ら に 、v)の 「甘

さ控 え めの 味 」 も含 めれ ば 、 「大 人 の 味Jの カ テ ゴ リー に 属 す る味 覚 形 容 詞 は全 て 「あ

ま い 」 の 対 照 語 とな っ て い る こ とに 注 目 した い。

2.1―2.「 イメー ジとしての味」の 「大人の味」

●普段なかなか子供 に買ってあげない値段の高い食べ物(高 級で上質な和菓子な ど)
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 ●上品な食べもの"例 えば、上品なつぶあんやそれを使った 「きんつば」などは、素

材の味が生きていて 「味わい深い」、大人の味だ と感 じます。"

 こ こ で は 、飲 食 物 の 味 そ の もの では な く、値 段 か ら 厂大 人 の 味 」と判 断 して い る。 こ の

場 合 の 「大 人 の 味 」 は イ メ ー ジ と して の 味 で あ る。 因 み に 『反 対 語 対 照 語 辞 典 』(1989)

で はrあ ま い 」 の 対 照 語 と して 、 辛 い ・渋 い ・苦 い ・厳 しい が 記 述 され て い る。

2I 2.飲 食 物 領 域 外

 飲 食 物 領 域 外 の 『大 人 の 味」 の意 味 は、 人 間 の趣 味 ・好 み を 表 す(例16、17、18)。

す な わ ち 、 一 般 的 に 子 供 の 興 味 に 合 う も ので は な く(ふ さ わ し くな い と も言 え る だ ろ

う)、 形 容 語 と して 「大 人 の 味 」 が使 わ れ 、大 人 向 け の も の を表 して い る 。 例16・17の

場 合 はr強 烈 さの あ る ゲ ー ム」、 例18は 性 的 な こ と を 指 す 例 で あ る。

第3節=な ぜ 「大人の味」と表現するのであろうか?

では、味覚 と関係のない 「大人」が、なぜ 厂味」を表すために使用 され ているのか?

「大人」の意味:① 社会的に一人前に成長 した人。また、子供に対 して、身体的 ・精

神的に一人前に成長 した人。⇔子供 ②思慮 ・分別が十分にある ・こと(人)。 聞き分

けがよくおとなしくしていること。(『学研国語大辞典』 より)

辞書とアンケー トによって、「大人の味」は子供を視点 とす る表現であることが分かる。

○飲食物領域内の 「大人の蜘:i)子 供が食べてもおい しいと思わない味、好まない

味/ii)子 供が食べ られ ないﾘ/iii)子 供の頃に食べたが、分か らない味/iv)刺 激性のあ

る大人が好む味/v)上 品で、値段が高くて普段子供 に買ってあげることがあま りない。

○飲 食 物 領 域 外 の 「大 人 の 味」:vi)子 供 の趣 味 に合 わ な い/vii)子 供 にふ さわ し くな い。

こ の よ うに 、 「味 覚 」や 「趣 味 」 と して 子 供 が 食 べ られ な い 、ま た は子 供 の好 ま な い も

の を表 し て い る。 しか し、大 人 に とっ て は 、苦 くて も、 辛 くて も 、刺 激 の あ る物 の 方 こ

そ 「大 人 の 味 」 で あ り、 お い し く食 べ られ る。 こ の よ うな 観 点 か ら 、 生 理 的 ・経 済 的 ・

あ る い は 社 会 的 な 理 由 か ら 「大 人 の 味 」 を 用 い た の で は な い か と考 え られ る。

→ 生 理 的 な 理 由:河 野(1977:68-95)

甘 味:人 間 の動 きに 必 要 な エ ネ ル ギー 源 の あ りか を 示 す もの で あ り、子 ど も の成 長 に

必要 とされるもの。生理的に嗜好する味であるため、子 どものときか ら自然に知ってい

る味。/苦 味:子 どもにとって新 しい味であり、後天的に覚える味。年齢が高くなるに

したがってより苦いものが受け入れ られるようになる。

金 澤(1998):「 甘 味 」 と 「塩 味 」に比 べ て、 「酸 味」 「苦 味 」は子 供 に は 苦 手 な 味 。 酸 っ
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ぱい;(少 々極端だが)腐 敗 したものの味。苦い;毒 の味で、共に体に入れてはいけな

いもの、吐き出さなくてはならない もの。それが大人になるにつれて、酸味や苦味を他

の味 と組み合わせ て、複雑な味にして楽 しんでいると思われる。(味 覚は習慣でも変わ

るのである)

→経済的な理 由:子 供 と比べて経済力を持 っている人は 「大人」

⇒社会的な理由:思 慮 ・分別 ・年齢から 「大人」であるか どうか判断す る。

第4節 「大人の経験」と 「大人の味」;逆 拡張方向現象

本 節 で は 、 人 間 の感 覚(味 覚)と 経 験 との領 域 拡 張 の 方 向 を 考 察 す る。

い ず み:「 抹 茶 っ て幼 い 時 と き は お い しい と思 わ な か っ た な あ 」

の え る:「 うん 。 小 さ い 時 は わ か らな い 味 だ よね 」

いず み:「 例 え ば 、 わ さび や 一 味(七 味)唐 辛 子 、 カ レー の 辛 さ とか コ ー ヒー とか 」

の え る:「 私 は シ ナ モ ン も ダ メ だ つ た 。 今 じゃ あ シ ナ モ ン な し の ア ッ プル パ イ な ん て

考 え られ な い(笑)」

 いず み:「 大 人 のﾘっ す ね 」

 の え る:「 大 人 のﾘだ ね え」(http://noahs-ark.hoops.ne.jp/dotubo8.html)

 こ の 会 話 で は 、 「大 人 の 味 」は 具 体 的 な 「味 覚 」 を指 す 表 現 で あ りな が ら、 さ らに評 価

の意味合いも持 っていると考えられる。 これは他の味覚形容詞 と異なり、「大人の味」の

特色 と言える。では、なぜ 厂大人の味」が評価の意味合いをもっているのであろうか?

これは 「大人の味」 という言葉に何かのイメージが含まれているからだ と考えられる。

●味覚領域 と経験領域の拡張関係とその方向:

 慣 用 句 の 例:「 人 生/世 間 は あ ま くな い 」、 「渋 い 芸 」、 「苦 い 思 い 出 ・経 験 」、 「ほ ろ 苦

い 人 生 」、 「辛 酸 を な め る」、 「酸 い も甘 い もか み 分 け る」

 このように、苦いや酸っぱいなど 「大人の味」のカテゴリーに属する味覚形容詞の拡

張 された意味 としての使用が見 られ る。すなわち味覚領域で飲食物の味を表す これ らの

形容詞は経験の領域に拡張され、人間の人情を表現す るために使用 されている。 これ ら

の味覚形容詞はどのよ うな意味拡張方向を持っているのであろうか。Backhouse(1994)

によれば、意味の拡張方 向は通常、基本的な領域である味覚の領域か らより抽象的な

領域へ拡張され る方向が多く見 られ るとい う。 しか し、「大人の味」は他の味覚形容詞

と異な り、経験の領域か ら味覚の領域への 「逆向きの拡張方向」と考えられ る。 まず、

「味」「経験」そ して 「大人」の関連を見てみよう。
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 「…  コー ヒ ー の ほ ろ 苦 さ は な 、初 恋 の 味 な ん だ よ … 。 … 失 恋 の な。 …

そ れ が 分 か る よ うに な っ て こそ 大 人 な ん だ よ」

(http://www.geocities.com/Paris/Loft/5721/SS/others/co鋹e.htm)

こ の 発 話 に お け る 「コ ー ヒー の ほ ろ 苦 さ の 味 」、 「初 恋 の 味 」 そ し て 、 「大 人 」 は ど の

よ うに 関連 して い る の で あ ろ うか 。 まず 、 「味 」 の 記 述 的 な 意 味 を 見 て み よ う。

「味 」 の 意 味:① 飲 食 物 な どに 舌 が 触 れ て 起 こ る感 じ。/② うま み 。 ア.面 白 さ。 特 に 、

物 事 の 趣 。 イ.う ま い こ とが あ っ て い い 気 に な り、 ま た そ うな る こ と を期 待 して い る 。

「～ を しめ る」/③ 体 験 を通 して 知 っ た感 じ。/④(思 い が けず)気 が き い て 手 ぎ わ の よ

い さま 。 快 い こ と。 「～ な 」(『 岩 波 国語 辞 典 』(2000)よ り)。

 「コー ヒー の ほ ろ苦 さ」の 場 合 、「ほ ろ苦 い 」 とい う飲 食 物 の 味 を指 して い る。 対 して

r初 恋 の 味 」 の 場 合 、① の"飲 食 物 に 舌 が 触 れ て起 こ る感 じ"と して で は な く、拡 張 され

た 意 味 と して の③"体 験 を 通 して 知 っ た感 じ"の 意 味 と考 え られ る。 こ こ で メ タ フ ァー

の働 き が 見 られ 、 比 喩 的 な 記 号 プ ロ セ ス が あ る と思 われ る(cf.山 梨:1988)。 それ で

は 、 この 例 に どの よ うな比 喩 的 な 記 号 プ ロセ ス が あ る の だ ろ うか。 まず 、上 記 の発 話 を

文 字 通 りに 解 釈 す れ ば 、 次 の よ うに 記 述 で き る だ ろ う。

 ●コーヒーのほろ苦 さは初恋(失 恋)の 味である。/● 初恋(失 恋)の 味が分かるよ

うになった人は大人である。/● コー ヒーのほろ苦さが分かるようになった人は大人で

ある。

 ここでは、まず味覚を形容す る 「ほろにがい」はメタファー によって意味が拡張さ

れ、人間の経験、すなわち 「恋愛1と 共起し人間の心情 を表す ことば として使われてい

ると考えられる。つま り、この場合、「コーヒーの味」は 「恋愛 の経験 した感 じ」にた

とえ られ、この発話は次のように解釈できると考えられる。

 ● 初 恋(失 恋)の 味 は 、 コー ヒー の 味 の よ うに 、 ほ ろ 苦 い 。/● 恋 愛 の経 験 が あ る 人

は 、 大 人 で あ る。/● コー ヒー の 味 が 分 か る人 は 、 初 恋(失 恋)の 味 が 分 か る人 の よ う

に 、 大 人 で あ る。

 ここでは、「様々な人生経験をしてきて大人になった」とい う概念が持た され、より

一般的な 「味覚か ら経験へ」とい う方向とは逆に 「経験か ら味覚へ」とい う 「逆拡張方

向J現 象が観察 され る。下記の2つ の文を比べてみればより理解 し易いであろう。

A)初 恋(失 恋)の 味 は 、 コー ヒー の 味 の よ うに ほ ろ苦 い 。
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B)コ ー ヒ ー の 味 は 、 初 恋(失 恋)の よ うに ほ ろ 苦 く て 大 人 の 味 が す る。

A)の 場 合 は 、Backhouse(1994)で 示 され て い る よ うに 、 味 覚 の 領 域 に あ る 「ほ ろ に

がい」は人間の心情を表すために、より抽象的な領域 の経験(恋 愛)領 域に拡張され る

現象が見 られ る。 しか し、B)の 場合は逆の拡張方向を持っている。すなわち、人間の

「味覚」を表すために、経験領域における感覚の主体である 「大人」の概念が使用されて

いる。では、この場合の 「大人」の概念というのは どんな概念であろ うか。 これは 「よ

い経験も辛い経験 も色々な経験を積んだ成長 した人」とい う概念が大きく働いているの

ではないか。先に挙げた 「酸いも甘いもかみ分ける」の例を見てみれ ば分かる。『実用

ことわざ慣用句辞典』によれば、この慣用句は 「豊かな人生経験を積んで、世間の表裏

や人情の機微に通 じている」 とい う意味である。 この意味にしたがって、「いい経験 も

辛い経験 も含めて、豊富な人生経験をしてきた人は、成長 した大人の人だ」とい う概念

が持たされるのではないか。 このような 「大人」のプラス的な概念か ら考えれば、なぜ

「大人の味」は評価的な意味合いを持っているのかが分かる。

第5節=ま とめと今後の課題

「大人の味」と他の味覚を表すことばとの類似点:

 他の味覚形容詞 と同様 に 「大人の味」は飲食物の具体的な実体としての味覚 を指すた

めに使用 されているとい う点。

「大人の味」 と他の味覚を表すことばとの相違点:

 1)本 来 、 味 覚 の カ テ ゴ リー に属 さな い 「大 人 」 が 「味 」 と共 起 す る こ とで 、 味 覚 を

表 す こ とば と し て使 われ て い る 点 。 河 野(1977)、 金 澤(1998)の よ うに 、 「人 間 は 子

供 か ら大 人 に な る に つ れ 、様 々 な飲 食 物 を 口に し、様 々 な 味 を 味 わ う」 とい う生 理 的 な

説 明 に よ っ て 、 「大 人 」 が 「味 」 と共 起 し 、 「味 覚 」 に カ テ ゴ リー 化 され る と考 え る。

 2)「 大人の味」は他の味覚形容詞 と異な り、単に実体 としての味覚 を指 しているだ

けでなく、イメージ化 された味覚表現でもある。 「大人」の概念が仲介 されることによ

り、「抽象的な他の領域」から 「味覚の領域」への 「逆拡張」が行なわれ るか らである。

今後の課題:

 更に様々なメデ ィアを調査 し、味覚表現を考察する必要がある。 その際、言語学的な

分析 だけでな く、 さらに文化の面から考える必要がある。
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質疑 応答(敬 称略)

松尾(コ メンテ-タ ー): この発表がおもしろいと思 う点は、第一に、「味覚」と 「人

生経験」とい う二つの概念領域の関係が、従来考えられていたような一方的な拡張関係

ではな く、双方向的な関係であるとい うことを示 したこと。第二に、その結果 として、

生理的な知覚 によって決定 されている度合いが極めて大 きいように思われる 「味覚」と

い う概念領域が、言語的、命題的な意味の侵蝕を受けていることを示唆 していること。

これは、味わ うとい うことは単なる知覚ではなく、「意味 として味わ う」 とい う側面 も

あることを含意する。 「大人の味」の特徴をより明確にあぶ り出すために、他の味覚表

現 との比較が必要である。例 えば 「澄んだJ「まるいJと い う共感覚の味覚表現は、やは

り 「イメージ」の拡張によるものと言えるよ うに思 うが、「大人の味」が 「イメージ化

された表現である」と言 うときの 「イメージ」はそれ とは異質なものであろう。 「大人

の味」における 「イメージ」とは何なのか。また、「大人の味」を 「評価の意味合い」と
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「イ メ ー ジ化 」 と い う二 点 に よっ て 特 徴 づ け て い るが 、 そ れ は例 え ば 「しつ こい 」 「素 朴

な 」 「上 品 な 」 とい っ た 味 覚 形 容 につ い て も言 え る よ うに思 わ れ る 。 「大 人 の 味 」 は そ れ

ら と さ ら に 違 う特 徴 を 持 っ て い る の か 。 「お ふ くろ の 味 」 の よ うな 例 は さ ら に 「大 人 の

味 」 に 近 い よ うに 思 わ れ る が 、 違 い は 何 か 。 「大 人 の 味 」 とい う表 現 が ど の よ うな 効 果

を 持 つ の か 、 と い う方 向 か ら も考 え て み て は ど うか 。 「大 人 の 味 」 が 含 意 す る の は 、 そ

れ を 用 い る者 、つ ま り 「大 人 の 味1を 理 解 し、評 価 す る者 は一 定 の優 れ た 味 覚 を 備 え て

い る、 とい う こ と だ け で あ る は ず だ か 、彼 が 何 か そ れ 以 上 の 美 点 を備 え て い る か の よ う

な 印 象 を、 こ の表 現 は 与 え る よ うに 思 う。

三 谷: 「大 人 の 味 」 とい う表 現 は 、最 近 マ ス コ ミや 広 告 で よ く見 られ る が 、 そ れ 以 外

に 、 文 芸 作 品 や 日常会 話 で は 例 が 見 られ る か 。

tantra: や は り雑 誌 が 多 い。 会 話 で も使 わ れ る。 文 芸 作 品 は ま だ 見 て い な い 。

三 谷: 「大 人 の 味 」 は 、 曖 昧 な 表 現 でお 茶 を濁 す 時 に も使 わ れ る 。

楢 和: い つ ご ろ か ら使 わ れ 始 め た の か。 明 治 時代 に も使 わ れ た の な ら 、文 学 作 品 に 見

られ る の で は な い か。 使 わ れ る よ うに な っ た 背 景 に は 、食 生 活 の 変化 も あ る の か も しれ

な い 。 タイ で は 同 じ よ うに使 わ れ な い とい うこ とだ が 、 そ れ は辛 さや 苦 さ を 肯 定 的 に評

価 しな い とい う こ とか 。

tantra: 「こ れ は 大 人 が 食 べ る も の」 「子 供 は食 べ な い 」 とい う評 価 を す る。 こ とわ

ざで は 「苦 い もの は 薬 み た い な も の 」 とい うも の が あ る。

向 山= 感 覚 的 な 味 覚 表 現 はす で に イ メー ジ と して 定 着 して い る の で は な い か 。 慣 用 で

は な い か。 経 験 よ り も メ タ フ ァー が 大 き い の で は な い か 。

信 田: 「子 供 の 味 」 は メ タ フ ァー 化 され な い のか 。 な ぜ 「大 人 の 味 」 だ け メ タ フ ァ ー

化 され る の か 。

Jantra: ま ず 、 「子 供 の 味 」 は 用 例 が少 な い。

信 田: 直 観 的 に は 、 「子 供 の 味 」 は メ タ フ ァー 化 され な い 。 実 際 、 メ タ フ ァ ー 化 され

な い な ら、 なぜ 、拡 張 が 一 方 向 な の か 考 え て み て は ど うか 。 「大 人 の 味 」以 外 に 、キ ャ ッ

チ フ レ ー ズ の よ うな 味 覚 表 現 は あ るか 。

tantra: 「お ふ く ろ の 味 ∬ 京 都 の 味 」 が あ る。

内藤: 甘 口の カ レー に 蜂 蜜 を加 え て さ ら に 甘 く した と ころ 、 「子 供 の 食 べ る カ レー だ 」

と言 わ れ た こ とが あ る。 ま た 、か つ て ケ ー キ屋 で 、 リキ ュ ー ル を 多 く使 用 して い る ケ ー

キ を 「大 人 の 味 」 と説 明 され た こ とが あ る 。 「大人 の 味 」 が 甘 くな い 、 ま た は 子 供 の 好

ま な い も の を 意 味 す る の に 対 して 、そ の よ うな 表 現 は 確 か に な い が 、 あ え て 言 うなれ ば
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「子 供 の 味 」 は 甘 い 味 を 意 味 す る と思 わ れ る 。

森 岡: 「大 人 の 味 」 とは どん な 味 か 、 と い うア ン ケー トを とれ ば 、 「苦 い 」 「渋 い 」 と

い う答 え が 返 っ て き て しま うだ ろ う。 「大 人 」 の 特 性 が 重 要 な 役 割 を果 た して い る の で

は な い か 。 「大 人 」 の 特 徴 は 、 限 定 が か か る と い う こ とで あ ろ う。 年 齢 的 限 定 も あ る。

子 供 に は 食 べ た こ との な い も の が あ り、子 供 に は そ の 味 が わ か ら な い 。 「子 供 の 味」 が

な い の は 、 限 定 が か か らな い か らで あ ろ う。 大 人 は 子 供 時 代 を 知 っ て い る か ら。 「大 人

の 味 」 が お 茶 を 濁 す 時 に使 わ れ る とい うの は 、 「大 人 の 」 味 、 と 言 うこ と で 、 想 像 され

る タ ー ゲ ッ トが 「イ メ ー ジ」 に と ん で しま う とい うこ とで は な い か 。

Armstrong: う どん のﾘは 東 西 で 違 う。 「大 人 の 味 」 もや は り各 地 方 で 違 い が あ る

と い う可 能 性 が あ るの で は な い か 。

森 岡: 英 語 で は 同 じ表 現 が あ るか 。

Armstrong: "adult taste"と は言 わ な い 。 言 つ て も通 じな い 。"rich taste"と は

言 う。 子 供 の 時 に よ く 「こ れ はrich tasteで 、 子 供 の食 べ る も の で は な い 」 な ど と言

わ れ た 。

Hansen: "sophisticated"と い う形 容 もな され る。 グル メ な 食 べ 物 の 味 とい うの は

acquired tasteで 、 そ れ は(大 人/子 供 の 違 い で は な く)社 会 階 級 と結 び つ い て い る。

李: 回 答 者 の数 が10人 で は少 な い。 も っ と多 く、 しか も言 語 学 以 外 の 人 に 回 答 して

も ら う と良 い。 「大 人 の 味 」 に該 当す る 味 覚 表 現 の 順 番 で 「苦 い 」 が 最 初 に 挙 げ られ て

い る が 、 「大 人 の 味 」 が 「苦 い 」 を指 す こ とは 実 際 の 用 例 で は そ ん な に な い 。

 そ れ か ら、 「逆 向 き拡 張 」 とい う説 明 は 、妥 当 だ ろ うか。 つ ま り、 「コ ー ヒー の ほ ろ 苦

さ は 」 と い う用 例 が 根 拠 の よ うだ が 、 一般 化 す る こ とが で き る か ど うか 。

 メタファーによって何が説明できるのかを、根本的に考 える必要がある。構造意味

論の手法 を用いて議論を緻密 に詰める方法 もある。味覚の形容詞の体系の中での、「大

人の味」の価値的な位置づけについて考察する際、言語間比較を行 う場合 には、扱 う表

現にほん とうに近いものが他言語 の中にないのか、注意深 く比較す る必要がある。

三谷: 「子供の味」とは言わないのは、「大人」がmarkedだ からである。 「大人の

味」がまず有標な表現 として現れ、定着 し、その後で 「子供の味」が成立す る、とい う

順序なのであろう。syntagmeとparadigmeの 双方から捉えるべきである。前者 にっ

いては、「大人の味」の 「の」は経験者与格である。後者については、「大人の亅がっ く

名詞は他 にどのようなものが考え られ るか。

Jantra: これか らの課題 とします。


